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指
導
力
を
持
っ
た
人
間
力
豊
か

な
教
師
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
杉
並
区
の
新
し
い
学
校
づ

く
り
に
寄
与
し
、
も
っ
て
日
本

の
教
育
再
興
の
礎
と
す
る
」
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

「
人
を
教
え
る
人
間
力
を
養

う
と
と
も
に
、
実
践
的
指
導
力

に
重
点
を
お
い
た
杉
並
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
地

域
に
根
付
い
た
先
生
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

よ
り
質
の
高
い 

教
育
を
実
現
し
ま
す

　

杉
並
区
は
「
教
育
立
区
」
を

掲
げ
、
学
校
力
向
上
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
の

区
独
自
の
教
師
養
成
と
採
用
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
、
よ

り
き
め
細
か
な
充
実
し
た
教
育

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

地
域
が
自
ら
質
の
高
い
教
師

を
育
て
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の

高
い
教
育
が
実
現
で
き
る
と
い

う
モ
デ
ル
を
杉
並
か
ら
示
し
、

全
国
に
一
石
を
投
じ
て
い
き
ま

す
。
杉
並
区
の
教
育
を
よ
り
よ

い
も
の
と
す
る
た
め
、ご
指
導
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

杉
並
師
範
館
の
構
想
は

　

「
教
育
は
人
な
り
」
の
理
念

の
も
と
、
子
ど
も
へ
の
深
い
愛

情
と
教
育
へ
の
熱
い
情
熱
を
持

ち
、
そ
し
て
教
師
と
い
う
仕
事

に
強
い
使
命
感
を
も
っ
た
教
師

を
、
区
独
自
に
養
成
し
、
採
用

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

区
外
へ
の
異
動
が
な
く
、
地

域
と
の
結
び
つ
き
も
切
れ
る
こ

と
が
な
い
た
め
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
教
育
活
動
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。

杉
並
師
範
館
が 

先
生
を
育
て
ま
す

　

杉
並
師
範
館
は
、
７
月　

日
２８

に
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
場

所
は
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
内

（
堀
ノ
内
２
―
５
―　

）
で
、

２６

　

年
４
月
の
開
塾
に
向
け
準
備

１８を
進
め
て
お
り
、
塾
生
募
集
の

た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
年
間
塾
で
学
ん
だ
後
、

区
立
小
学
校
の
教
員
と
し
て
採

用
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

杉
並
師
範
館
の
設
立
目
的

は
、「
気
高
い
精
神
と
卓
越
し
た

教
師
養
成
塾
「
杉
並
師
範
館
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

塾
で
学
ん
だ
人
を
区
の
小
学
校
教
員
と
し
て
採
用
す
る

と
い
う
、「
地
域
に
よ
る
教
師
の
養
成
と
採
用
」
を
新
た

に
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
市
町
村
と
し
て
は
全
国
初

の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

―
―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
師
範
館
�
３
３
１
１
‐

２
９
０
０
へ
。

�
区
内
小
学
校
で
の
授
業
風
景
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杉並師範館の教師心得（教師五則）

求
む
！
高
き
志
と
熱
意

　

杉
並
師
範
館
は
、
高
い
志

と
情
熱
を
持
っ
た
志
願
者
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
杉

並
師
範
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://

w
w
w
.k
y
o
u
ik
u
.c
ity
.s

u
g
in
a
m
i.to
k
y
o
.jp

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
今
後
の
予
定

９
月　

塾
生
募
集

　

月　

塾
生
選
抜

１１

　

年
１
月　

塾
生
決
定

１８

４
月　

開
塾

　

年
４
月　

区
立
小
学
校

１９

　
　
　
　
　
　

の
教
員
と
し

　
　
　
　
　
　

て
採
用
予
定

HP

杉
並
区
独
自
の

杉
並
区
独
自
の

教
師
養
成
と
採
用
が
始
ま
り
ま
す

教
師
養
成
と
採
用
が
始
ま
り
ま
す

塾
長
あ
い
さ
つ

杉
並
師
範
館
塾
長

田
宮
謙
次

こ
の
た
び
、
塾
長
の
任
を

 
仰 
せ
つ
か
り
ま
し
た
田
宮
で

お
おす

。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

私
は
、
四
〇
年
余
の
会
社

生
活
を
通
じ
て
、
企
業
の
生

成
発
展
を
経
験
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
、
米
国
を
中

心
と
し
た
二
五
年
間
の
海
外

勤
務
で
、
日
本
が
世
界
に
雄

飛
・
発
展
す
る
と
い
う
時
代

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

企
業
の
経
営
資
源
は
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は

な
か
で
も
人
材
が
も
っ
と
も

大
切
な
経
営
資
源
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
教
育
も
ま
さ
に

同
様
で
「
教
育
は
人
な
り
」

の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
す

ぐ
れ
た
教
師
の
育
成
こ
そ

が
、
今
最
も
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。多

く
の
人
の
心
に
、
子
ど

も
の 
頃 
の
恩
師
の
姿
が
あ
る

こ
ろ

と
思
い
ま
す
。「
あ
の
時
、
あ

の
先
生
に
出
会
え
た
か
ら
こ

そ
今
の
自
分
が
あ
る
」
大
人

に
な
っ
て
も
そ
う
思
え
る
心

の
恩
師
。
そ
れ
は
き
っ
と
、

そ
の
先
生
が
、
日
々
額
に
汗

し
て
頑
張
り
、
自
分
の
こ
と

を
真
剣
に
受
け
止
め
、
し
っ

か
り
と
心
を
抱
き
か
か
え
て

育
て
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、

ず
っ
と
心
に
生
き
て
い
る
先

生
な
の
で
す
。

杉
並
師
範
館
で
は
、
己
を

知
り
、
教
師
と
し
て
の
信
念

を
ど
れ
だ
け
持
つ
こ
と
が
で

き
る
か
が
一
番
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
真
の

教
育
の
創
造
を
志
す 
真  
面  
目 

ま 

じ 

め

な
る
若
者
の
熱
意
を
最
高
度

に
発
揮
せ
し
め
、
自
由 
闊  
達 

か
っ 
た
つ

で
理
想
を
追
求
す
る
と
と
も

に
、
緊
張
感
を
持
っ
て
学
習

で
き
る
杉
並
師
範
館
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

杉
並
の
こ
の
地
に
、
こ
の

先
生
が
い
て
く
れ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
、
そ
う
思
わ
れ

る
教
師
を
一
人
で
も
多
く
巣

立
た
せ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ

が
師
範
館
の
使
命
と
心
に
誓

い
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

杉
並
師
範
館

杉
並
師
範
館
をを
創
設
―
―
地
域

創
設
―
―
地
域
でで 
育育 
む
わ
た
し
た
ち
の

む
わ
た
し
た
ち
の
先
生
先
生

は
ぐ
く
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科
学
館
の
講
座

◇
土
曜
科
学
講
座「 
茶  
碗 
の
湯
」

ち
ゃ 
わ
ん

か
ら
学
ぶ
物
理
学

　

寺
田
寅
彦
と
中
谷
宇
吉
郎
の

随
筆
を
通
し
て
、
科
学
の 
愉 
し
た
の

み
を
味
わ
い
な
が
ら
科
学
普
及

の
意
味
を
問
い
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時 

中
学
生
以
上
の
方

 

三
〇
名
（
先
着
順
）

◇
サ
イ
エ
ン
ス
・
ウ
ィ
ー
ク

　

夏
の
一
般
公
開

　
 

・ 

・ 

右
表
の
と
お
り

☆

　
 

・ 

科
学
館
（
清
水
３
―

時

対

定
時

内

定

場

問

３
―　

�
３
３
９
６
‐
４
３
９

１３

１
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ

�
住
ま
い
の
勉
強
会 

美
し
く
住
ま
う 

家
・
庭
・
街
並
み
に
見
る
日

本
と
ド
イ
ツ
の
意
識
の
違
い

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

荻
窪

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
２

―　

―　

） 

三
〇
名 

五
〇

３４

２０

〇
円
（
資
料
代
） 

・ 

電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
記
入
例
参
照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
住
環
境
ネ
ッ
ト
�
５
３
３

６
‐
６
６
０
４
�
５
３
３
６
‐
６

６
０
９
�in

fo
@
n
p
o
-jy
u
k

a
n
k
y
o
.n
e
t

へ
（
先
着
順
）

費

申

時

場

定

費

申

問

住
・
在
勤
の
方
（
業
者
は
不
可
）

 

募
集
区
画
＝
各
日
共
一
四
区

画
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で
き

ま
せ
ん

☆

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
�
は
８
月　

日
（
必
着
）

１８

ま
で
に
、
�
は
希
望
日
も
書
い

て
８
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ 

・ 

同
ひ

ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

（
水
・
木
曜
休
館
）

国
際
交
流
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ

　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
中
、
そ
ば

打
ち
体
験
、
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど

で
い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
と
楽
し

く
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

９
月　

日
�
午
前
７
時

１７

（
区
役
所
前
集
合
）
〜
午
後
６

時 

富
士
五
湖
周
辺 

忍
野
八

海
散
策
な
ど 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
と
文
化
・
交
流

協
会
会
員 

四
〇
名（
外
国
人
、

日
本
人
各
二
〇
名
・
抽
選
） 

三
〇
〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
に

国
籍
も
書
い
て
、８
月　

日（
必

３１

着
）
ま
で
に
文
化
・
交
流
協
会

「
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」
係
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル

１４五
階
�
５
３
７
８
‐
８
８
４
４
）

へ 

同
協
会
�
５
３
７
８
‐
８

８
３
３

ア
ジ
ア
、
食
と
踊
り
の

夏
祭
り

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２０

９
時
（
区
後
援
） 

和
泉
中
学

校
（
和
泉
２
―　

―　

） 

ア

１７

１４

ジ
ア
各
国
料
理
出
店
・
民
族
舞

定

費

他

申

場

問

時場

内

対
定

費

申

問時

場

内

踊
・
和
太
鼓
・
バ
ザ
ー
・
盆
踊

り 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

�

オ
イ
ス
カ
�
３
３
２
２
‐
５
１

６
１

�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ 

街
を
き
れ
い
に
カ
エ
ル

　
 

９
月　

日
�
午
前
８
時
〜

１０

９
時
（
阿
佐
谷
地
区
）、
午
前
８

時　

分
〜
９
時　

分
（
高
円
寺

１５

１５

地
区
） 

阿
佐
谷
地
区
＝
集
合

場
所
＝
区
役
所
青
梅
街
道
側
正

面
玄
関
前
、
清
掃
場
所
＝
中
杉

通
り
・
青
梅
街
道
沿
い
▽
高
円

寺
地
区
＝
集
合
場
所
＝
高
円
寺

障
害
者
交
流
館
前
（
高
円
寺
南

２
―　

―　

）、清
掃
場
所
＝
高

２４

１８

円
寺
南
４
丁
目
信
号
か
ら
青
梅

街
道
ま
で 

・ 

電
話
で
、
環

境
課
内
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ
事
務
局
へ 

�
い
ず
れ

も
雨
天
実
施
�
身
軽
な
服
装

で
、
軍
手
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
�
荷
物
置
き

場
は
あ
り
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
１８

日
�
に
延
期
・
区
後
援
） 

荻

窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ

キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―
９

―
１
） 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方
（
業
者
は
不
可
） 

二
階
デ

ッ
キ
（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階

屋
上
（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ

も
一
区
画
二
〇
〇
〇
円 

往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
、
往
復

ハ
ガ
キ
以
外
は
無
効
）
に
希
望

場
所
も
書
い
て
、８
月　

日（
必

２４

着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
２
―　

―
１
一

１８

階
）
へ
（
抽
選
） 

同
事
務
局

�
３
３
１
５
‐
７
７
５
１

申

問

時

場
申

問
他

時

場

対

費
申

問

っ
し
ゃ
合
唱
団
・
服
部
�
・
�

５
３
７
３
‐
０
９
０
６
へ

◇
区
民
二
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
８
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

北
方
領
土
問
題
啓
発
パ

ネ
ル
展

　
 

８
月　

日
�
〜　

日
�
午

２２

２６

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
初

３０

日
は
午
後
１
時
〜
） 

区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

総
務
課

ま
た
は
北
方
領
土
の
返
還
を
求

め
る
都
民
会
議
事
務
局
�
５
３

８
８
‐
２
２
２
２

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

�
お
手
ふ
き
ぞ
う
さ
ん
を
つ
く

ろ
う

　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
が
、
か
わ

い
い
ゾ
ウ
さ
ん
型
の
お
手
ふ
き

に
早
変
わ
り
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
３
時　

分 

二
〇
名
（
抽

３０

選
） 

一
五
〇
円

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

９
月
３
日
�
・
４
日
�
午

前　

時
〜
午
後
３
時 

区
内
在

１０ 申

問

時

場

費

問

時

定

費
時

対

９
０
‐
３
２
０
０
‐
４
１
４
７

�L
iric
a
y
o
s
e
@
a
o
l.c
o

m

へ 

未
就
学
児
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
夏
休
み
企
画 

百
人
一
首
源
平
か
る
た

親
子
大
会

　
 

８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

午
後
４
時
（
区
後
援
） 

阿
佐

谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―　

） 

小
学
生

４７

１７

（
ひ
ら
が
な
が
読
め
る
幼
児
も

可
）
〜
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

 

三
二
組
六
四
名 

一
組
一
〇

〇
〇
円 

・ 

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
で
、

８
月　

日
ま
で
に
伝
承
文
化
研

１７

究
所
・
小
林
隆
�
・
�
３
９
５

０
‐
３
９
８
５
ま
た
は
�
０
９

０
‐
４
９
６
５
‐
１
３
１
０
へ

（
先
着
順
）

�
杉
並
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

９
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

（
１
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井
４
―

３
―
２
） 

第
一
部
＝
手
話
ダ

ン
ス
「
ま
ほ
う
の
こ
と
ば
」
ほ

か
▽
第
二
部
＝
合
唱
構
成
「
ぞ

う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」

 

三
六
六
名 

一
般
＝
一
二
〇

〇
円
、
小
〜
高
校
生
・
障
害
者

＝
五
〇
〇
円
（
全
席
自
由
） 

・

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記

入
例
参
照
）
で
、
杉
並
ぞ
う
れ

他

時

場
対

定

費

申

問

時
場

内

定

費

申

問

�
高
円
寺
阿
波
お
ど
り 

踊
れ
高
円
寺
セ
シ
オ
ン

２
０
０
５ 

　

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
の
有
名

連
に
よ
る
舞
台
お
ど
り
の
競
演

で
す
。
今
年
は
高
円
寺
阿
波
お

ど
り
の
日
（
８
月　

日
�
、　

２７

２８

日
�
、
前
夜
祭　

日
�
）
に
合

２６

わ
せ
て
開
催
し
、
有
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

８
月　

日
�
・　

日
�
▽

２７

２８

第
一
部
＝
午
後
０
時　

分
〜
▽

３０

第
二
部
＝
３
時
〜
（
い
ず
れ
も

開
場
は
三
〇
分
前
） 

セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

各
回
五
〇
〇
名 

一
〇
〇
〇

円
（
３
歳
以
下
は
無
料
で
す
が

席
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
＝
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
�
０
５
７
０
‐
０
２
‐
９

９
９
９
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

時

場

定

費

申

問

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会

�
３
３
１
２
‐
２
７
２
８ 

h
t

tp
://w
w
w
.k
o
e
n
ji-a
w
a

o
d
o
ri.c
o
m
/

�
あ
さ
が
や
・
リ
リ
カ
寄
席

古
今
亭
菊
之
丞
独
演
会

 　
 

８
月　

日
�
午
後
２
時
開

２８

演
（
１
時　

分
開
場
） 

産
業

３０

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

―　

） 

出
演
＝
古
今
亭
菊
之

１９
丞
「
酢
豆
腐
」
ほ
か
一
席
、
古

今
亭
章
五 

一
六
〇
名 

前
売

一
三
〇
〇
円
（
当
日
一
八
〇
〇

円
・
全
席
自
由
） 

・ 

電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参

照
）
で
、
リ
リ
カ
落
語
会
�
０

HP
▲古今亭　菊之丞

時

場

内
定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
９月１０日�午後１時～４時

上井草保健センター（〒１６７‐００２３
上井草３‐８‐１９�３３９４‐１２１２）

　 ビデオ、もく浴実習、情報交換など 区内在住
で当日妊娠２８週以上の初産のカップル２０組 無料
 往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予
定日を書いて、８月２６日 （必着）までに同保健センタ
ーへ 応募多数の場合、出産予定日などで調整あり

内 対
費

申

他

方
南
演
歌
ま
つ
り
＆

　
　
　

み
ん
な
で
踊
ろ
う
エ
イ
サ
ー

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

　
 

８
月　

日
�
正
午
〜

２７

（
区
後
援
） 

東
京
メ
ト
ロ

丸
ノ
内
線
方
南
町
駅
東
口
周

辺 

各
種
屋
台
（
正
午
〜
）、

沖
縄
エ
イ
サ
ー
踊
り
（
午
後

３
時
〜
）、
演
歌
ま
つ
り
（
６

時
〜
・
冠
二
郎
ほ
か
歌
手
四

名
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

方
南
銀
座
商
店
街
振
興
組

合
�
３
３
１
１
‐
７
１
４
３

時

場

内
申

問

〈サイエンス・ウィーク〉
２７日�２６日�２５日�２４日�２３日�８月２２日�定員内容・時間

地球環境
を守る

目で見る
地震学

エレクと
マグネの
真剣勝負

今どきの
科学はお
もしろい

熱をさぐれ
不思議が
開く科学
のとびら

２２０
名

科学ビデオ上映
午前１０時２０分～１０時
５０分

銀河鉄道の夜（子ども向け）１４０
名

プラネタリウム
午前１１時～正午

４６億年の
贈り物

教えて！ボ
ルタ先生

牛乳パッ
クが変身

キミ、科
学する

未来は僕ら
の手に

地震の体
験

２２０
名

科学ビデオ上映
午後１時～１時３０分

プラトン
ボ

まゆで人
形をつく
ろう

ブーメラ
ンを飛ば
そう

バランス
人形

マーブリン
グできれい
なお手紙

海藻おし
ば

各　

〜　

名

２０

４０

ジュニアコース
午後１時４０分～
３時

科
学
実
験
教
室

万華鏡を
作ろう

オームの
法則に挑
戦

いろいろ
なタネを
調べよう

液晶作り
昔おもちゃ
「ガリガリプ
ロペラ」作り

Ｌ E Dライ
ト

チャレンジコー
ス午後１時４０分
～３時

宇宙のルネッサンス（大人向け）１４０
名

プラネタリウム午後
３時１５分～４時１５分
※�いずれも先着順。科学実験教室は午後０時５０分から整理券を発行します。�科学実験教室は、ジュニ
アコース＝５歳～小学校３年生向き。チャレンジコース＝小学校４年生～一般向き。チャレンジコース
「ＬEDライト」「オームの法則に挑戦」は定員各２０名です。�プラネタリウム番組は５歳以上が対象で
す。投影中は入退場できません。�内容は変更する場合があります。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月��日（木曜日）

み
ど
り
の
講
座

�
親
子
で
参
加
・
す
ぎ
な
み
の

ム
シ
を
見
て
み
よ
う

　

杉
並
の
ム
シ
た
ち
の
生
態
を

親
子
で
学
び
な
が
ら
、
昆
虫
の

採
集
・
観
察
を
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２６

　

時　

分 

都
立
和
田
堀
公
園

１１

３０

（
大
宮
２
丁
目
） 

昆
虫
研
究

家
・
北
原
俊
幸 

小
学
一
〜
四

年
生
と
そ
の
保
護
者 

親
子
一

〇
組
二
〇
名
（
抽
選
）

�
庭
木
の
せ
ん
定
入
門

　
 

９
月
３
日
�
・　

日
�（
計

１７

二
回
）
／
午
前
の
部
＝
午
前　
１０

時
〜
正
午
▽
午
後
の
部
＝
午
後

１
時
〜
３
時 

塚
山
公
園
み
ど

り
の
相
談
所
（
下
高
井
戸
５
―

　

―　

） 

㈱
大
場
造
園
・
大

２３

１２

場
淳
一
、
㈱
植
米
苑
・
秦
正
廣

 

各
回
二
〇
名
（
抽
選
）

☆

　
 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２

面
記
入
例
参
照
）
で
、
�
は
親

子
に
つ
い
て
記
入
し
８
月　

日
１９

（
必
着
）
ま
で
に
、
�
は
希
望

の
部
も
記
入
し
て
８
月　

日
２２

（
必
着
）
ま
で
に
公
園
緑
地
課

み
ど
り
の
計
画
係
へ 

同
係

子
ど
も
博
物
館
教
室

　

杉
並
の
食
文
化
を
学
び
ま

す
。

　
 

・ 

�
９
月　

日
�
午
後

１０

１
時　

分
〜
４
時　

分
＝
十
五

３０

３０

夜
の
お
団
子
作
り
�　

月
８
日

１０

�
午
前　

時
〜
午
後
１
時
＝
ご

１０

は
ん
の
炊
き
方
（
古
民
家
の
か

ま
ど
で
炊
き
ま
す
）
�　

月　
１１

１２

日
�
午
前　

時
〜
正
午
＝
縄
文

１０

食
（
遺
跡
を
歩
い
て
木
の
実
を

探
そ
う
）
�　

月　

日
�
午
前

１２

１０

　

時
〜
正
午
＝
食
の
道
具
（
博

１０物
館
の
収
蔵
資
料
の
な
か
か
ら

食
の
道
具
を
探
そ
う
）
�　

年
１８

時

場

師
対

定

時

場
師

定
費

申

問

時

内

１
月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午

１４

１０

＝
繭
玉
飾
り
（
小
正
月
に
作
る

繭
玉
を
作
っ
て
み
よ
う
）
／
計

五
回 

郷
土
博
物
館
（
一
部
野

外
活
動
も
あ
り
） 

原
則
と
し

て
区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
四

〜
六
年
生 

二
〇
名
（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
で
、
８
月　

日
３１

（
必
着
）
ま
で
に
郷
土
博
物
館

（
〒　

‐
０
０
６
１
大
宮
１
―

１６８

　

―
８
）
へ 

同
館
�
３
３
１

２０７
‐
０
８
４
１

�
杉
並
女
性
団
体
連
絡
会 

連
続
講
座 

弁
護
士
が
見
た
悪
質
商
法

　
 

９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
（
区
共
催
） 

あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
・
第
二
会
議
室
（
荻

窪
５
―　

―　

） 

弁
護
士
・

１５

１３

村
千
鶴
子 

区
内
在
住
・
在
勤

の
方 

四
〇
名
（
抽
選
） 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
�

５６

３
３
９
３
‐
４
７
１
４
）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４

４
１
０

�
９
月
４
日
〜　

日
は
救
急

１０

医
療
週
間
、
９
月
９
日
は
救

急
の
日
で
す 

救
命
講
習
会

　

普
通
救
命
講
習
の
ほ
か
、
一

般
の
方
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
も

学
び
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
＝
心
筋 
梗  
塞 
な
ど
重

こ
う 
そ
く

症
の
不
整
脈
を
起
こ
し
た
傷

病
者
の
心
臓
の
動
き
を
一
刻

も
早
く
元
に
戻
す
た
め
に
、

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
除

場

対

定

費

申

問

時

場師

対

定

費

申

問

細
動
）を
与
え
る
器
械
で
す
。

　
 

・ 

�
９
月
９
日
�
＝
杉

並
消
防
署
（
阿
佐
谷
南
３
―
４

―
３
）
�　

日
�
＝
荻
窪
消
防

１１

署
（
桃
井
３
―
４
―
１
）
／
い

ず
れ
も
午
後
１
時
〜
５
時 

各

二
〇
名 

一
四
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、
�
は
杉
並
消
防
署
�

３
３
９
３
‐
０
１
１
９
�
は
荻

窪
消
防
署
�
３
３
９
５
‐
０
１

１
９
へ
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

�
明
治
大
学
公
開
講
座 

日
本
近
代
文
学
の
中
の

「
江
戸
」

　
 

・ 
　

月
８
日
＝
「
石
川

１０

啄
木
〜
蕪
村
が
や
っ
て
く
る
」

▽　

日
＝
「
芥
川
龍
之
介
〜
馬

１５
琴
と
は
り
あ
う
」▽　

日
＝「
太

２２

宰
治
〜
西
鶴
に
か
り
る
」
▽　
２９

日
＝
「
森
�
外
〜
抽
斎
と
あ
ゆ

む
」
／
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午

後
２
時
〜
３
時　

分（
計
四
回
・

３０

８
日
は
１
時　

分
か
ら
開
講

４５

式
・
区
共
催
） 

明
治
大
学
和

泉
校
舎
（
永
福
１
―
９
―
１
）

 

原
則
と
し
て
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で　

歳
以
上
の
方 

１８

二
五
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇

〇
円
（
資
料
代
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月
３
日
（
必
着
）
ま
で
に
明

治
大
学
広
報
部
「
杉
並
区
内
大

学
公
開
講
座
」
係
（
〒　

‐
８

１０１

３
０
１
千
代
田
区
神
田
駿
河
台

１
―
１
）
へ 

同
大
学
�
３
２

９
６
‐
４
０
８
８

�
学
校
開
放
公
開
講
座 

向
陽
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、
植
物

の
香
り
で
健
康
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
古
く
か
ら
あ
る
療
法
で

す
。
自
分
に
合
っ
た
香
り
の
見

つ
け
方
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法
な

ど
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

時

場

定

費

申

問

時

内

場

対

定

費
申

問

　
 

９
月
６
日
・　

日
、　

月

２０

１０

４
日
・　

日
、　

月
１
日
・　

１１

１１

１５

日
／
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
午
後

２
時
〜
４
時
（
計
六
回
） 

向

陽
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
下

高
井
戸
３
―　

―
１
） 

ア
ロ

２４

マ
テ
ラ
ピ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
・
峰
岸
小
百
合 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名（
抽

選
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

８
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

３０

に
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
（
〒　

‐
０
０
６

１６８

４
永
福
３
―　

―
２
）
へ 

Ｋ

３７

Ｓ
Ｃ
Ｃ
�
３
３
２
１
‐
６
４
８

８
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
�
３
３
２

９
‐
３
９
３
５
（
日
曜
の
み
）

「
元
気
に
」「
キ
レ
イ

に
」「
ヤ
セ
る
」
た
め
の

中
学
生
食
育
講
座

　
「
ヤ
セ
た
い
け
ど
食
べ
た
い
」

な
ど
と
考
え
な
が
ら
お
や
つ
を

食
べ
た
り
食
事
を
し
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
食
生
活

や
運
動
を
す
れ
ば
理
想
の
体
型

に
な
れ
る
か
、
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
 

８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

午
後
３
時 

阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

） 

料
理
研
究
家
・
吉
田

１７
倭
子
ほ
か 

区
内
在
住
の
中
学

生 

二
五
名 

一
〇
〇
円
（
食

材
費
） 

・ 

電
話
で
、
高
円

寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１

‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

�
障
害
者
福
祉
会
館 

料
理
教
室

　
 

９
月
３
日
�
午
後
１
時
〜

３
時 

障
害
者
福
祉
会
館 

イ

タ
リ
ア
料
理 

吉
川
勝
子 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障
害

者
と
そ
の
介
助
者 

一
五
名

（
抽
選
） 

六
〇
〇
円 

往
復

時

場
師

対定

費

申

問

時

場
師

対

定

費

申

問

時
場

内

師

対

定

費

申

ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）

に
在
勤
・
在
学
者
は
勤
務
先
・

学
校
名
も
書
い
て
、
８
月　

日
２５

（
必
着
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉

会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―

１６８
　

―
５
）
へ 

同
事
務
局
�
３

１０３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
３
３

５
‐
３
５
８
１

中
途
視
覚
障
害
者
向
け

短
期
講
習
会

　

周
り
に
助
け
を
お
願
い
す
る

と
き
の
コ
ツ
な
ど
を
勉
強
し
た

り
、
同
じ
障
害
を
持
つ
仲
間
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

８
月　

日
�
＝
当
事

３１

者
の
体
験
談
、
日
常
生
活
の
工

夫
と
便
利
な
用
具
の
紹
介
▽
９

月
１
日
�
＝ 
白 はく 
杖 
の
使
い
方
、

じ
ょ
う

誘
導
歩
行
、
盲
導
犬
の
話
な
ど

▽
２
日
�
＝
地
域
活
動
の
た
め

の
情
報
、「
ス
ラ
ッ
シ
ュ
」「
ア

イ
プ
ラ
ザ
」
の
見
学
／
い
ず
れ

も
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

（
都
合
の
よ
い
日
、
時
間
だ
け

の
参
加
も
可
） 

障
害
者
福
祉

会
館（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

 

病
気
や
事
故
な
ど
で
中
途
で

目
が
不
自
由
に
な
っ
た
方
（
身

体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
一

〜
二
年
程
度
）
と
そ
の
家
族
、

付
添
い
の
方 

一
〇
名（
抽
選
）

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
８
月

　

日
ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館

２９�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
へ 

送
迎
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

杉
の
樹
大
学

◇
公
開
授
業
「
新
聞
ナ
ナ
メ
読

　

み 
面  
白 
学
」

お
も 
し
ろ

　
 

８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午 

杉
の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
高
齢
者
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
内
） 

も
っ
と

興
味
が
わ
く
新
聞
の
読
み
方
あ

問

時

内

場

対

定

費

申

問

他

時
場

内

れ
こ
れ 

毎
日
新
聞
編
集
委

員
・
赤
司
正
文 

当
日
、
直
接

会
場
へ

◇
杉
の
樹
講
座
「
ア
ニ
メ
ー
シ

　

ョ
ン
を
知
る
、
つ
く
る
、
楽

　

し
む
」

　
 

９
月
９
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
上
荻
３
―　
２９

―
５
杉
並
会
館
内
） 

①
お
話

＝
絵
は
ど
う
し
て
動
く
の
で
し

ょ
う
②
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
＝
パ

ラ
パ
ラ
ア
ニ
メ
・
驚
き
盤
な
ど

 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
館
長
・
鈴
木
伸
一 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
名
（
抽

選
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
８
月　

日
２５

（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ
（
〒　

‐
０

１６８

０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
５

師

申

時
場

内

師

対

定

申

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

内
）
へ

☆

　
 

無
料 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の

樹
カ
レ
ッ
ジ
�
３
３
３
４
‐
０

９
２
８

�
生
き
が
い
ク
ラ
ブ
杉
並 

心
温
ま
る
お
い
し
い 

う
ど
ん
の
作
り
方

　
 

９
月　

日
�
午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
３
時 

高
井
戸
西
敬
老
会

館
（
高
井
戸
西
１
―　

―
５
）

１７

 

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
加
藤
耕
一 

区
内

在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
方

５０

 

一
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇
〇

〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
８
月　

日
２５

（
必
着
）ま
で
に
加
藤
耕
一（
〒

　

‐
０
０
０
３
高
円
寺
南
４
―

１６６
費

問

時

場

師

対

定

費

申

　

―　

）へ 

加
藤
�
０
９
０
‐

３９

１７

７
２
６
０
‐
３
９
０
７ 

持
ち

物
＝
�
エ
プ
ロ
ン
�
う
ど
ん
を

こ
ね
る
ボ
ウ
ル
�
三
角
き
ん
や

バ
ン
ダ
ナ
な
ど
�
持
ち
帰
り
用

ビ
ニ
ー
ル
袋

�
介
護
予
防
教
室 

い
き
い
き　

歳
を
迎
え

８５

る
た
め
の
転
倒
予
防

　

転
倒
を
防
ぐ
た
め
、
自
宅
の

住
環
境
を
見
直
す
方
法
や
福
祉

用
具
の
選
び
方
を
学
び
ま
す
。

　
 

９
月
７
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
上
井
草
３
―　

―
１
）

３４

 

理
学
療
法
士
・
望
月
彬
也
ほ

か 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の

６５

方 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
ケ
ア　

上
井
草
�
３
３

２４

９
６
‐
０
０
２
４
へ
（
先
着
順
）

問

他

時
場

師
対定

費

申

問

情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

一
〇

名 

部
品
代
実
費 

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
２
面
記
入
例
参

照
）
で
、
同
館
へ
（
先
着
順
）

◇
親
子
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
 

９
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

４
時　

分 

荻
窪
地
域
区
民
セ

３０

ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

）

３４

２０

 

チ
ー
ズ
入
り
み
た
ら
し
団

子
・
ア
ッ
プ
ル
ス
コ
ー
ン
ほ
か

一
品 

小
松
み
ち
ゑ 

区
内
在

住
・
在
学
の
小
学
三
〜
六
年
生

と
そ
の
保
護
者 

一
二
組
二
四

名
（
抽
選
） 

一
人
五
〇
〇
円

（
材
料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
２

面
記
入
例
参
照
）
で
、
８
月　
２１

日（
必
着
）ま
で
に
同
館
へ

☆

　
 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内

１５

１３

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
�
３

３
９
８
‐
３
１
９
３
） 対

定

費

申

時

場

内

師

対

定
費

申

問

◇
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
 

８
月　

日
�
〜　

日
�
午

２２

３１

前　

時
〜
午
後
４
時（
③
は
土
・

１０
日
曜
の
み
） 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る

荻
窪
・
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー 

①
絵
本
の
原
画
展
「
ポ
ッ
ト
く

ん
と
に
わ
の
い
け
」
②
池
や
川

に 
棲 
む
生
き
物
展
③
生
き
物
質

す

問
コ
ー
ナ
ー 

区
内
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ

◇
自
然
観
察
会
「
木
の
ひ
み
つ

を
さ
ぐ
ろ
う
」

　

木
を
観
察
し
、
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
木
の
お
医
者
さ
ん
の

お
話
を
聞
き
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

正
午 

都
立
和
田
堀
公
園
済
美

山
自
然
林
▽
集
合
場
所
＝
大
宮

中
学
校
正
門
前
（
堀
ノ
内
１
―

　

―　

） 

樹
木
医
・
岩
谷
美

１６

３８
時

場

内

対

費

申

時
場

師

苗 

区
内
在
住
・
在
学
で
小
学

三
年
生
以
上
の
方 

三
〇
名 

無
料 

電
話
で
、
同
館
へ
（
先

着
順
）

◇
か
ん
き
ょ
う
講
演
会

　

「
自
転
車
の
真
髄
を
工
学
博

士
に
聞
く
」

　
 

９
月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

第
一
〜
三
教
室 

「
自
転
車
市

民
権
宣
言
」
著
者
・
古
倉
宗
治

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

六
〇
名 

無
料 

電
話

で
、
同
館
へ
（
先
着
順
）

◇
お
も
ち
ゃ
の
公
開
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

故
障
し
た
お
も
ち
ゃ
を
一
人

一
点
ま
で
、
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ

ー
が
診
察
し
ま
す
。
入
院
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
 

９
月
３
日
�
午
後
１
時
〜

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

対

定

費

申
時

場

師

対
定

費

申

時
場

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
９
月　

日
�
〜　

月
２
日

２６

１０

�
杉
並
・
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー

ン
大
作
戦 

参
加
者
・
団
体

　

地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動

に
今
年
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
９
月
〜　

月
に
実
施
す

１１

る
場
合
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
 

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
、
環
境
課
（
区
役
所
西
棟

七
階
）
�
３
３
１
２
‐
２
３
１

６
へ
申
込
書
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す
▽
申
込
み
＝

申
込
書
を
８
月　

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
環
境
課
へ

◇
集
め
る
ご
み
の
種
類

　

可
燃
ご
み
･
不
燃
ご
み

※
不
法
投
棄
物（
家
電
四
品
目
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
消
火
器
な
ど

の
排
出
禁
止
物
や
自
転
車
）

は
収
集
対
象
外
で
す
。

◇
集
め
た
ご
み
の
処
理

　

９
月　

日
�
〜　

月
１
日
�

２６

１０

申

は
ご
み
収
集
の
日
程
に
合
わ

せ
、
日
ご
ろ
使
用
す
る
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

月
２

１０

日
�
は
清
掃
事
務
所
と
代
表
者

と
事
前
に
調
整
し
て
収
集
し
ま

す
。

◇
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
　

月　

日
�
･　

日
�
に
開

１０

１５

１６

催
す
る
「
環
境
博
覧
会
２
０
０

５
」
で
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。
ス
ナ
ッ
プ
写
真

を　

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に

１０
環
境
課
へ
。
パ
ネ
ル
展
は
１
月

に
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
、
３
月

に
環
境
博
覧
会
ポ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
で
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

☆

　
 

環
境
課

マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト

　

あ
な
た
の
作
っ
た
、
世
界
で

た
っ
た
一
つ
の
マ
イ
バ
ッ
グ

（
買
い
物
袋
）を
募
集
し
ま
す
。

問

応
募
作
品
は　

月
の
環
境
博
覧

１０

会
で
展
示
し
、
優
秀
作
品
は
表

彰
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

作
品
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス

番
号
も
）・
工
夫
し
た
点
な
ど
の

説
明
を
添
え
て
、９
月　

日（
必

２０

着
）
ま
で
に
清
掃
管
理
課
ご
み

減
量
担
当（
区
役
所
西
棟
七
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
担
当

す
ぎ
な
み
「
本
の
帯
」

ア
イ
デ
ア
賞
の
作
品

　

お
気
に
入
り
の
一
冊
に
、
そ

の
本
が
読
み
た
く
な
る
よ
う
な

帯
広
告
を
掛
け
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　
 

用
紙
の
種
類
・
字
体
・
字

数
は
自
由
。
短
い
文
だ
け
で
な

く
、
写
真
や
絵
な
ど
を
入
れ
て

も
可 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
小
学
生
〜　

歳
ま
で
の
方

１８

 

作
品
に
応
募
用
紙
（
図
書
館

に
あ
り
ま
す
）
を
添
え
て
、　
１０

月　

日
〜　

日
（
必
着
）
ま
で

１５

３１

に
図
書
館
へ 

中
央
図
書
館
�

３
３
９
１
‐
５
７
５
４ 

作
品

は
本
に
掛
け
て
提
出
。
応
募
は

一
人
一
点
で
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す

す
だ
ち
の
里
す
ぎ
な
み

入
所
者

　

す
だ
ち
の
里
す
ぎ
な
み
（
今

対
申

問

内
対

申

問

他

川
２
丁
目
・　

年
４
月
開
設
）

１８

は
、
社
会
生
活
体
験
訓
練
型
の

知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設
で

す
。生
活
訓
練
な
ど
を
し
た
後
、

原
則
と
し
て
三
年
間
で
退
所

し
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
へ
移
行
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
（
入
所
時
の
居

住
地
が
区
内
の
場
合
を
含
む
）

の
知
的
障
害
者
（
愛
の
手
帳
所

持
者
）
で
、　

歳
以
上
の
方 

１８

四
〇
名
（
重
・
中
軽
度
の
割
合

は
お
お
む
ね
二
分
の
一
ず
つ
。

入
所
者
は
入
所
者
選
考
委
員
会

で
決
定
） 

９
月　

日
（
厳
守
）

３０

ま
で
に
、
担
当
の
福
祉
事
務
所

へ 

障
害
者
施
策
課
、
福
祉
事

務
所
（
東
�
５
３
０
６
‐
２
６

１
１
／
西
�
３
３
９
８
‐
９
１

０
４
／
南
�
３
３
３
２
‐
７
２

２
１
）

納
涼
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

利
用
者
の
方
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

８
月　

日
�
〜　

日
�
午

１８

２４

前　

時
〜
午
後
４
時
（
一
日
ま

１０
た
は
短
時
間
で
も
可
） 

阿
佐

谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
（
阿
佐
谷

北
１
―
２
―
１
） 

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭
の
お
手

伝
い 

二
〇
名 

・ 

電
話
で
、

８
月　

日
ま
で
に
阿
佐
谷
北
ふ

１５

れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
８
‐
８

６
３
０
へ
（
先
着
順
）

対

定

申

問時

場

内

定

申

問

杉
並
ふ
れ
あ
い
農
業
推
進

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真

　
 

杉
並
の
農
業
に
関
す
る
写

真
▽
大
き
さ
＝
Ｌ
判
以
上
▽
賞

＝
会
長
賞
（
五
〇
〇
〇
円
分
の

商
品
券
）
ほ
か
入
選
・
佳
作
・

参
加
賞
あ
り
（　

月
下
旬
発
表

１０

予
定
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

・ 

作
品
の
裏
面

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、
８
月　

日
〜　

月　

１５

１０

１４

日
に
郵
送
ま
た
は
直
接
、
農
業

委
員
会
（
生
活
経
済
課
都
市
農

業
係
・
区
役
所
西
棟
一
〇
階
）

へ 

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

す
②
入
賞
作
品
は
ネ
ガ
な
ど
の

提
出
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す

（
杉
並
の
農
業
振
興
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

利
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

 
�
緑
の
募
金 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

合
計
額
は
四
六
万
二
九
六
六

円
（
町
会
・
自
治
会
＝
四
六
万

一
八
六
六
円
、
公
園
緑
地
課
窓

口
受
付
＝
一
一
〇
〇
円
）
で
、

７
月
８
日
に
東
京
緑
化
推
進
委

員
会
へ
送
り
ま
し
た
。

　
 

公
園
緑
地
課

内

対
申

問

他問

東
京
外
か
く
環
状
道
路

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お

聴
き
し
ま
す

　
 

８
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２０

５
時 

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
桃
井
４
―
３
―
２
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

国
土
交
通

省
外
環
調
査
事
務
所
�
０
１
２

０
‐
３
４
‐
１
４
９
１
、
東
京

都
外
か
く
環
状
道
路
担
当
�
５

３
８
８
‐
３
２
７
９
、
区
都
市

計
画
課

母
子
家
庭
自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金

　
　

歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

２０
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
親
が

就
労
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る

講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
支
払

っ
た
受
講
料
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。
受
講
前
に
あ
ら
か
じ
め

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
と
な
る
方

　

区
内
在
住
で
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
�
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、
同

様
の
所
得
水
準
に
あ
る
方
�
雇

用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

金
の
受
給
資
格
が
な
い
方
�
希

望
す
る
講
座
の
受
講
が
就
職
の

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
（
審
査
が
あ
り
ま
す
）

◇
対
象
と
な
る
講
座

　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

時
場

申

問

講
座
な
ど
。
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
た
は
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp

で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

◇
支
給
額

　

支
払
っ
た
受
講
料
の　

％
４０

（
上
限
二
〇
万
円
、
下
限
八
〇

〇
一
円
）
を
受
講
修
了
後
に
支

給
し
ま
す
。

　
 

・ 

福
祉
事
務
所
（
東
�

５
３
０
６
‐
２
６
１
１
／
西
�

３
３
９
８
‐
９
１
０
４
／
南
�

３
３
３
２
‐
７
２
２
１
）

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
あ
っ

せ
ん
と
購
入
費
の
助
成

　

生
ご
み
や
落
ち
葉
な
ど
を
た

い
肥
に
作
り
か
え
る
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　

購
入
の
際
は
、
あ
っ
せ
ん
価

格
の
半
額
（
下
表
）
を
助
成
し

ま
す
（
一
世
帯
で
年
度
内
に
一

個
、
三
年
度
内
に
二
個
ま
で
）。

　
 

印
鑑
を
持
参
し
、
ご
み
減

量
担
当
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
区
役
所
西
棟
七
階
）
へ
。
申

請
書
類
を
郵
送
希
望
の
方
は
、

返
信
用
封
筒
に
送
付
先
を
記
入

し
、
九
〇
円
切
手
を
は
っ
て
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
り
出
せ
ま
す 

リ
サ
イ

ク
ル
推
進
係 

�
区
役
所
西
棟

七
階
で
見
本
を
展
示
し
て
い
ま

HP

申

問

申

問

他

す
�
申
し
込
ん
だ
月
の
翌
月
末

ま
で
に
業
者
が
自
宅
配
送
し
ま

す
�
購
入
後
の
返
品
・
交
換
は

で
き
ま
せ
ん
�
同
年
度
内
に
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
と
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
両
方
の
助
成
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

〈コンポスト容器のあっせん〉
助成額あっせん価格容量大きさ（�）型　式メーカー

２９５０円５９００円７０�４５×４５×６８．６
（高さ）　

コンポスタ
ーＤ‐７０型

東　　洋
テルミー ３０６０円６１２０円１３０�６０（直径）×６６

（高さ）　
コンポスタ
ー１３０型

３１５０円６３００円
１９０�７２（直径）×７１

（高さ）　
コンポスタ
ー１９０型

１２０�６５（直径）×
６９．２（高さ）

コンポエー
ス１２０‐N

ア ロ ン
化　　成

家
族
介
護
教
室

◇
認
知
症
っ
て
な
あ
に

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

２３

３０

分
〜
２
時　

分 

老
人
保
健
施

３０

設
グ
レ
イ
ス
（
和
田
１
―　

―
４０

　

） 

ケ
ア　

和
田
所
長
・
渡

１５

２４

部
宣
子 

区
内
在
住
の
方 

三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

ケ
ア　

和
田
�
３
３
８
０
‐
０

２４
時

場

師
対

定

費

申

問

０
２
４
へ
（
先
着
順
）

◇
介
護
実
技
講
座

　
 

８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午 

ア
ー
ス
の
森
・
高
円
寺

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
高

円
寺
北
２
―　

―　

） 

ベ
ッ

１４

２６

ド
上
で
の
体
位
交
換
、
車
イ
ス

介
助
な
ど
家
庭
で
で
き
る
介
護

技
術 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ア
ー
ス
の
森
・
高
円

時
場

内

定

費

申

問

寺
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
�

５
３
２
７
‐
３
７
０
１
へ
（
先

着
順
） 

動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
ス
カ
ー
ト

不
可
）

◇
家
庭
で
で
き
る
介
護
と 
口  
腔 

こ
う 
く
う

ケ
ア　

　
 

８
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２８

４
時 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
八
幡
山
（
上
高
井
戸
１
―
８

他

時
場

―　

） 

在
宅
介
護
の
基
礎
知

１８
識
や
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア 

三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
八
幡

山
�
５
３
１
６
‐
５
５
２
５
へ

（
先
着
順
）

あ
な
た
の
力
が
家
族
を

変
え
る
！

　

精
神
障
害
者
を
理
解
し
、
家

内

定

費

申

問

族
の
気
持
ち
を
伝
え
る
方
法
や

家
族
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
す
。

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

３１

３０

分
〜
４
時 

高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
高
森
信
子

 

区
内
在
住
・
在
勤
で
精
神
障

害
者
を
抱
え
る
家
族
の
方 

四

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

時

場

師対

定

費

申

問

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

�
精
神
保
健
学
級 

引
き
こ
も
り
か
ら
の
一
歩

　
 

・ 

・ 

①
８
月　

日
�

２５

＝
引
き
こ
も
り
の
理
解
と
対
応

（
愛
知
県
立
大
学
助
教
授
・
長

谷
川
俊
雄
）
②
９
月
８
日
�
＝

引
き
こ
も
り
と
は
？
現
状
と
対

時

内

師

応
（
さ
い
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
精

神
科
医
・
太
田
真
弓
）
／
い
ず

れ
も
、
午
前　

時
〜
正
午 

上

１０

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草

３
―
８
―　

） 

引
き
こ
も
り

１９

の
若
者
を
持
つ
家
族
の
方
、
関

係
者 

二
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◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日
からです。必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間
のみの方＝国保年金課国民年金係（区役所中棟２階）／国民年金の
３号被保険者期間のある方、厚生年金や共済年金に加入したことの
ある方＝杉並社会保険事務所（高円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各
種共済年金加入者に扶養されている配偶者

問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報
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�区民体育祭夏季大会
◇アクアスロン大会
　 ９月２３日�午前９時～ 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 
種目＝一般Ａ男女（高校生～３９歳）・一般Ｂ男女（４０歳～）＝スイム１５０ｍ・ラン
２６００ｍ、中学生男女（学年別）＝スイム１５０ｍ・ラン１９５０ｍ、小学生男女（学年
別）＝スイム１５０ｍ・ラン１３００ｍ 区内在住・在勤・在学で小学生以上の方 １００
名 一般２０００円、中学生１０００円、小学生５００円 申込書（区立体育施設にありま
す）と参加費を、現金書留で９月１８日（必着）までに区トライアスロン連合事務
局・中野昭二（〒１６７‐００４１善福寺３‐１３‐１９フレンド商会内）へ郵送または持参
（先着順） 同事務局・中野�３３９９‐３６５９
�区民体育祭秋季大会
◇バドミントン（レディースの部・高校生の部）
　 レディース＝９月６日�・８日�、高校生＝９月１１日�・１９日�午前９時～
午後７時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）、上井草スポーツセンター（上井草３
‐３４‐１） 種目＝レディース＝１・２・３部複、高校生＝男女単・複 区内在
住・在勤・在学・在クラブの方 レディース＝１組１６００円、高校生＝単６００円・
複１２００円を郵便局「００１３０‐８‐７２４１１７杉並区バドミントン連盟」へ振込 申込
書（区立体育施設にあります）と振替受領書のコピーを、８月２２日（必着）まで
に区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカドスポーツ
内）へ郵送 同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１（午前１０時３０分～午後５時）
◇空手道
　 １０月２日�午前９時～午後６時 日本大学鶴ケ丘高等学校（和泉２‐２６‐
１２） 種目＝組手・形個人戦（年齢別、男女別）、団体戦 区内在住・在勤・在
学、または区空手道連盟に加盟している団体に所属している方 個人戦＝１種目
につき１０００円、団体戦＝１チーム３０００円 申込書（区立体育施設にあります）と
参加費を現金書留で９月２日（必着）までに区空手道連盟・山口昌寿（〒１６０‐
００２２新宿区新宿２‐１４‐７�東京ジムキ）へ郵送 同連盟・高瀬�０４２‐７７９‐２５３５
◇剣道
　 １０月２３日�午前９時～午後５時 日本大学第二高等学校（天沼１‐４５‐３３） 
種目＝団体戦＝高校男女・中学男女、個人戦＝一般男女（段別年齢別）・高校男
女・中学男女 区内在住・在勤・在学で中学生以上の方 １人１０００円を郵便局
｢００１００‐９‐１７２６６７杉並区剣道連盟｣へ振込 申込書（区立体育施設にあります）
を９月１０日（必着）までに区剣道連盟事務局（〒１６７‐００３２天沼２‐４‐１‐４０６
�３２２０‐８９２５）へ郵送、ファクスまたは持参 同事務局・福山�３３９１‐６２０５（午
後６時～１０時）または�０９０‐１６５９‐６３１６
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇だれでも参加出来る水上レクリエーション
　 ９月１１日�午前９時～午後４時（受付は３時３０分まで） 高井戸温水プール
（高井戸東３‐７‐５） 自由水泳、フィンスイミング、ウォーキング、アクア
フィットネス、タイムトライアル、親子ゲーム、ワンポイントレッスン（当日参
加の催しです） 区内在住・在勤・在学の方 １００円 当日、直接会場へ 区ア
クアレクリエーション協会・野田�３３３１‐８７７８（午後１時～７時） �水着・水
泳帽・タオル持参�小学３年生以下は１６歳以上の付添いが必要�オムツのとれて
いない乳幼児は不可
◇ハゼ釣り
　 ９月１１日�午前５時３０分ＪＲ荻窪駅北口青梅街道天沼陸橋出発（小雨実施）
 茨城県利根川下流域など 区内在住・在勤・在学の方（中学生以下は高校生以
上の同伴者が必要） ７０名 大人７０００円、中学生以下３０００円（交通費、エサ代、
保険料含む／当日集金） ・ ハガキまたはファクス（２面記入例参照）に人数
も書いて、９月６日（必着）までに区釣魚連合会事務所（〒１６８‐００８１宮前５‐２４
‐８太田方�・�３３３４‐０３４９／午前９時～午後５時）へ（先着順） �天候にか
かわらず、雨具、長靴、弁当は必ず持参�都ハゼ釣り選手権の選考を兼ねていま
す�ゴミは持ち帰ること

�硬式テニス（５０歳未満）　○さ 教室番号００４４
　 ９月１８日～１１月６日（予備日１１月１３日）の毎週日曜日、午前９時～１１時（計
８回） 妙正寺体育館 区内在住・在勤・在学で５０歳未満の初心者・初級者 
４０名（抽選） １５００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８
月２２日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ 同体育
館�３３９９‐４２２４
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�ソフトバレーボール　○さ 教室番号００５８
　 ９月１５日～１０月２０日の毎週木曜日、午後７時～９時（計６回） 大宮前体育
館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名（抽選） １２００
円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月２１日（必着）まで
に大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ 同体育館�３３３４‐４６１８
�ハリウッドヨガ　○さ 教室番号００６９
　 ９月２２日～１１月１０日の毎週木曜日（１０月２０日と１１月３日を除く）、午前１１時
～午後１時（計６回） 上井草スポーツセンター 区内在住・在勤・在学で６０歳
未満の方 ６０名（抽選） １０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日
も書いて、８月２９日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草
３‐３４‐１）へ 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
�初心者水泳　○さ 教室番号０１１５
　 ９月２２日～１０月２０日（１０月１０日を除く）の毎週月・木曜日、午前１０時～正午
（計８回） 杉並第十小学校温水プール 区内在住・在勤・在学で６０歳以上の初
心者・初級者 ３２名（抽選） １８００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年
月日も書いて、８月２１日（必着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐００１２
和田３‐５５‐４９）へ 同プール�３３１８‐８７６３ 駐車場はありません
�トレッキング教室
　トレッキングをはじめる方を対象に、山登りを安全に楽しむための基本的な技
術・知識を身につけるとともに、亜高山帯の森と池をめぐり草花の観察を通して
大自然の楽しみ方を学びます。
　 ９月１７日�～１８日�（集合＝午前７時。解散＝午後９時ころ。いずれも区役
所前） 長野県志賀高原志賀山・池めぐりコース 区内在住・在勤・在学で１６歳
以上のトレッキング初心者 ４０名（抽選） １万７０００円（バス代・宿泊代など） ・
 往復ハガキ（２面記入例参照・２名まで連記可）に生年月日・トレッキングの
頻度も書いて、８月１９日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階�３３１２‐２１１１（区代表））へ �ト
レッキングシューズが必要です�当日の天候によっては、登山できない場合があ
ります�９月８日�午後６時３０分から荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）で説明会を
行います
�体験ヨット講習会
　さわやかな潮風を受けながら、葉山の海でヨット体験はいかがですか。セーリ
ングクルーザー（１２人乗り）を使用します。
　 ９月２４日�午前７時３０分～午後５時３０分 葉山マリーナ（神奈川県三浦郡葉
山町） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の健康な方 ２１名（抽選） １万円
（乗艇料、指導料、傷害保険料、バス代、昼食代など含む） 往復ハガキ（２面
記入例参照、２名まで連記可、重複申込不可）に生年月日も書いて、９月２日
（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みな
み阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
�トレーニングセミナー　～シェイプアップコース～
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかなか続かない方、ぜひご参加くださ
い。健康づくりのお手伝いをします。
　 ９月５日・１２日・２６日（月曜日コース）または９月１日・８日・２２日（木曜
日コース）いずれも午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・トレーニン
グルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 各５名
 １回４００円（入場料） ・ 月曜日・木曜日コースどちらか指定のうえ、前日
までに上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）
�サウンドテーブルテニス
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　 ８月２８日�午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学で視覚障害のある方 ２０名 無料 当日、直接会場へ 荻窪体
育館�３２２０‐３３８１
�筋力測定相談（バイオデックスで測定）　
　左右の足の筋力（前後面）を測定し、トレーナーが一人ひとりに合った効果的
な助言を行います。ぜひ、この機会に自分の筋力を測定してみませんか。
　 ９月１０日�午前９時～午後５時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上のふだん運動して
いる方 ７組（個人と２人組可） １５００円 電話で、希望測定時間（測定時間
は午前９時から１時間ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
（先着順） �杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）

�「綱引き大会」のスタッフ（実行委員）を募集します
　１１月２７日�に行われる区民体育祭・スポーツ・レクリエーション大会の綱引き
大会で、区体育指導委員（地域スポーツ推進隊）とともに大会の企画・運営をお
手伝いいただける方を募集します。第１回実行委員会（月１～２回程度開催予定）
を８月２７日�午後７時から荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）で行います。
　 ・ 電話で、８月２２日までに社会教育スポーツ課社会体育係へ
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定 費 申

問 他

時

場 対

定 費 申

問

他

時 場

対 定 費

申

問

時

場

対 定

費 申 問

時 場 対

定 費 申 問

時 場

対

定 費 申

問

申 問

スポーツ教室　○さ …さざんかねっとで申し込みできます
http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2

※『さざんかねっと』はインターネットによる予約システムで、自宅のパソコ
ンや各施設に設置されているタッチパネル式パソコンから申し込みできます
（携帯電話は不可）。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要で
す。申し込みは、８月１１日午前８時３０分からハガキ締切日までです。定員を超
えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

競技大会

その他
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（木曜日）

【記号】�＝Ｅメールアドレス　 ＝ホームページアドレスHP

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
８
〜　

月
の
催
し
と
教
室

１０

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
８
〜　

月
に
開
催
す

１０

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

高
円

寺
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会

�
３
３
１
７
‐
６
６
１
４

小
さ
な
音
楽
会

　

夏
の
午
後
の
ひ
と
時
を
す
て

き
な
ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

８
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
２
時　

分 

出
演
＝
ロ
イ

３０

ヤ
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ 

一
〇
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ 

高
円
寺

地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会

�
３
３
１
７
‐
６
６
１
４

梅
里
こ
ど
も
ま
つ
り

　

楽
し
い
「
読
み
聞
か
せ
」「
人

形
劇
」「
竹
細
工
教
室
」
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

　
 

９
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
３
時　

分 

無
料 

当

３０

日
、
直
接
同
集
会
所
へ 

阿
佐

谷
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会

�
３
３
１
４
‐
７
２
１
５

阿
佐
谷
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

�
参
加
者
募
集

　
 
　

月
５
日
�
・
６
日
� 

１１

自
主
公
演
（
音
楽
、
舞
踏
、
体

育
な
ど
）、各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
小
物
作
り
、
各
種
ゲ
ー
ム
な

ど
） 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

問

時

内

定

費

申
問

時

費

申
問

時

内

対

プ
ま
た
は
地
域
周
辺
に
お
住
ま

い
の
方 

参
加
者
へ
の
説
明
会

が
あ
り
ま
す

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　

募
集

　
 
　

月
６
日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

午
後
３
時 

八
区
画
（
抽
選
・

業
者
出
店
不
可
） 

一
〇
〇
〇

円 

電
化
製
品
・
食
料
品
は
扱

え
ま
せ
ん

☆

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
に
、
�
は
あ
れ
ば
グ

ル
ー
プ
名
と
参
加
の
種
類
も
書

い
て
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま

３１

で
に
同
セ
ン
タ
ー
「
阿
佐
谷
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会

係
」
へ 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施

設
運
営
協
議
会
�
３
３
１
４
‐

７
２
１
５

ゴ
ル
フ
体
験
講
習
会

　
 

９
月　

日
〜　

月
１
日
の

１０

１０

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

　

分
（
計
四
回
） 

東
京
ゴ
ル

３０フ
専
門
学
校
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

（
高
井
戸
東
３
―
５
―　

） 
１３

上
田
一
治 

全
回
出
席
で
き
る

初
心
者 

二
〇
名
（
抽
選
） 

四
一
八
〇
円
（
参
加
費
、
コ
ー

ス
使
用
料
、
保
険
料
。
初
回
に

集
め
ま
す
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
２

面
記
入
例
参
照
）
で
、
８
月　
２４

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ 

あ
る
方
は
シ
ョ
ー
ト
ア

イ
ア
ン
と
パ
タ
ー
を
持
参
。
無

料
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す

他

時

定

費

他申

問

時

場

師

対
定

費

申

他

�
土
曜
日
の
音
楽
会 

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

の
夕
べ

　
 

９
月　

日
�
午
後
７
時
〜

１０

 

出
演
＝
橋
本
抄
和
（
バ
イ
オ

リ
ン
）、木
内
彩
子（
ピ
ア
ノ
）▽

曲
目
＝
ラ
ベ
ル
「
バ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
」、
シ
マ
ノ
ス
キ
ー
「
神

話
―
三
つ
の
詩
」、
フ
ラ
ン
ク

「
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
」
ほ
か

 

八
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
同
集
会
所
へ 

　

月
以
降
の
出
演
者
を
募
集
し

１０
時

内定

費

申

他

て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
、
応

募
は
永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
へ

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
お
休
み

　

蔵
書
点
検
の
た
め
図
書
コ
ー

ナ
ー
は
お
休
み
し
ま
す
。
本
の

返
却
は
正
面
玄
関
脇
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

９
月
１
日
�
〜
６
日
�

時

田
辺
鶴
英
の
介
護
講
談

　

人
知
れ
ず
味
わ
っ
た
苦
し

み
。「
人
に
し
ゃ
べ
る
と
胸
の
つ

か
え
が
と
れ
る
」
そ
ん
な
経
験

か
ら
生
ま
れ
た
介
護
講
談
で

す
。

　
 
　

月
１
日
�
午
後
１
時
〜

１０

３
時 

真
打
女
流
講
談
師
（
田

辺
一
鶴
門
下
）・
田
辺
鶴
英 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

一
〇
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
で
、
９
月　

日
（
必
着
）

１２

時
師

対
定

費

申

〈８～１０月の各種教室〉

申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

８月２０日１０００円
９月４日�午前＝１０時～
午後０時３０分、午後＝２時
～４時３０分

韓国の家庭料理～カクテキ・オイ・白菜キムチなど、来日
した韓国スターも訪れた有名店の味を食卓に（午前・午後
どちらか明記）／千信子　　　　　　　　　　　　（各２４）

８月２５日

１００円

９月１１日�
 午後１時３０分～３時

歯の健康よもやま話「８０歳で自分の歯を２０本」を目指しま
しょう／川本歯科医院・茂木孝之　　　　　　　　　（４０）

８月３１日
９月１３日�･２７日�（計２
回）午後１時３０分～３時３０
分

万葉の歌と植物～向陽中学校万葉植物園で、秋の七草と万
葉の歌を楽しみましょう。２回目会場＝向陽スポーツ文化
クラブ・クラブハウス（下高井戸３‐２４‐１）／高橋光安（３０）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

８月２２日５００円（保
険料含む）

９月６日・１３日・２０日（い
ずれも�計３回）午前１０時
～正午

ダンベル体操～太りにくい体質に改善し、生活習慣病の予
防、改善にも役立つ体操／山村昌代　　　　　　　　（３０）

９月５日～２６日の毎週月
曜日（計４回）午前１０時～
正午

ストレッチ体操～ゆっくり楽しく正確に、心も体ものびの
びと。ケガの防止に／畑弘美　　　　　　　　　　　（３０）

９月５日

２０円
（保険料）

９月２４日�Ａ＝午後０時
３０分～１時３０分、Ｂ＝２時
～４時

キッズダンス～リズムに合わせて楽しく踊ろう（こどもフ
ェア参加講座）／木村桂子

（Ａ＝３歳～未就学児、Ｂ＝小学生・各２０）
４０円

（保険料）
９月２４日�
 午前１０時３０分～１１時３０分

親子リズム体操～親子でいい汗かこう（こどもフェア参加
講座）／篠田喜江　（２歳～未就園児とその保護者・２０組）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

��無料

８月２０日�午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど　　　　

８月２７日�午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／こうばこの会　　　　　　

９月３日�午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／ご本・お話だいすき会　　

８月２２日

１００円
（資料代）

９月５日・１２日・２６日、１０
月１０日（いずれも�計４
回）午後１時３０分～３時３０
分

おもしろ漢字教室～�成り立ち・人の姿と女の一生�漢字
の渡来と日本文字の由来�四字熟語・美女列伝�からだ漢
字の広がり／藤井迪昭　　　　　　　　　　　　　　（４５）

１５００円
（材料費）

９月１０日・２４日、１０月８日・
１５日（いずれも�計４回）
午前９時３０分～午後０時
３０分

バード・カービング（木彫りの鳥）講習会～本物そっくり
にシジュウカラを作ろう／土田�弘　　　　　　　　（１６）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

８月２３日無料
９月７日�･１４日�（計２
回）午後１時３０分～３時３０
分

やさしい環境学習／便利さや快適さを追求するくらしを見
直しませんか／環境教育アドバイザー・杉村幸子　　（３０）

８月２９日１５００円
（材料費）

９月２２日�
 午前１０時～午後３時

そば打ち体験教室～そばつゆのお土産あり／持ち物＝エプ
ロン、三角きん、フキン、そば切り包丁（ある方）／内田
正一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

８月１８日２００円
（資料代）

８月２８日�
 午後２時～４時

住まいの「庭木の手入れ」入門～庭木の手入れの基本的な
技術を身につけます／大場淳一　　　　　　　　　　（２５）

８月２７日８００円（テ
キスト代）

９月８日�･９日�・１５日
�・１６日�（計４回）午前
＝１０時～正午、午後＝２時
～４時　

デジタルカメラ講習会（入門編）／ＮＰＯ法人さらプロジ
ェクト（デジタルカメラを持参し全回出席できる方。午前・
午後どちらか明記・各１１）

９月１日６００円（保
険料含む）

９月１３日～１０月４日の毎
週火曜日（計４回）午前１１
時～午後１時

アロマを使ったシェイプアップ体操～アロマの香に包まれ
ながら、体も心も元気に／西山真紀子 　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女性のみ・５０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

��無料※８月１３日･２７日�受付＝午
後１時３０分～２時３０分

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します。原則１
人１点、先着順に受付／安井昌徳ほか

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

９月７日３１００円（材
料費含む）

９月２２日～１０月１３日の毎
週木曜日（計４回）、午前
９時３０分～午後０時３０分

韓国の家庭料理～やさしいオモニの味／閔珠英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４）

９月１７日１２０円（保
険料含む）

９月２７日�
 午前１０時～午後１時

９月トレーニング機器講習会～トレーニング室を使用する
ための事前講習会（写真１枚３�×２．５�持参）／高橋悦子 

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

��

１００円
（使用料）

９月２７日�
 午後２時～４時

９月トレーニング相談日～トレーナーが駐在し、トレーニ
ングの相談に応じます／高橋悦子　　（講習会修了者対象）

無料

９月１０日�
 午前１１時～１１時３０分

おはなしひろば～英語で読み聞かせ・手あそびほか／ハイ
ジのへや         　　　　　   （幼児は保護者の付添い必要）

９月８日�・２２日�・２９日
�午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本読み聞かせほか／ポエム、ムーミン
母親クラブ、バンビぶんこ　（幼児は保護者の付添い必要）
※は実費がかかる場合があります

下  
高  
井  
戸
区
民
集
会
所

高  
円  
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

梅　
　
　
　

里
区
民
集
会
所

阿  
佐  
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

高  
井  
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（木曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

あ
な
た
の
家
の
安
全
、

あ
な
た
の
安
心

　

警
備
の
専
門
家
が
、
空
き
巣

や
ひ
っ
た
く
り
、
放
火
な
ど
の

区
内
の
事
件
を
中
心
に
分
析

し
、
対
策
と
安
心
な
毎
日
を
送

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　
 

９
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

綜

３０

警
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
社
長
・
東
山

春
雄 

九
〇
名
（
先
着
順
） 

二
〇
〇
円 

当
日
、
直
接
同
セ

ン
タ
ー
へ 

荻
窪
地
域
集
会
施

設
運
営
協
議
会
�
３
３
９
８
‐

９
１
２
７

井
草
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
 

９
月　

日
�
・　

日
�
午

１０

１１

前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１０

１１

３
時
ま
で
） 

生
産
品
販
売
・

作
品
展
・
芸
能
発
表
・
模
擬
店
・

三
宅
太
鼓
・
防
災
実
演
・
お
茶

席
・
工
作
教
室
・
包
丁
と
ぎ
・

ビ
ン
ゴ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
体
験
（
上

履
き
持
参
）・
お
も
ち
ゃ
の
病
院

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　

募
集

　
 

募
集
区
画
＝
各
日
八
区
画

（
両
日
ど
ち
ら
か
一
区
画
の

み
） 

五
〇
〇
円

�
一
般
作
品
出
展
者
募
集

　
 

無
料

☆

　
 

直
接
、
井
草
地
域
運
営
協

議
会
へ
（
月
曜
〜
金
曜
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
。
�
は
先
着

順
�
は
８
月　

日
締
め
切
り
・

１９

抽
選
） 

同
協
議
会
�
３
３
０

１
‐
７
７
２
３

時

師

定

費

申問

時

内

内
費

費申

問

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

「
ソ
イ
ヤ
ソ
イ
ヤ
」　

「
ワ

ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の

威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も

に
町
内
を
練
り
歩
い
た
勇
壮

な
み
こ
し
一
四
基
が
、
Ｊ
Ｒ

阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
広
場
に
向

け
青
梅
街
道
、早
稲
田
通
り
、

川
端
通
り
と
様
々
な
方
面
か

ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

秋
の
阿
佐
谷 
界  
隈 
の
恒
例

か
い 
わ
い

行
事
で
あ
る
「
阿
佐
谷
お
み

こ
し
合
同
パ
レ
ー
ド
」
が
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま

す
。
多
く
の
観
衆
が
集
い
、

担
ぎ
手
の
掛
け
声
や
熱
気
に

魅
了
さ
れ
、
所
狭
し
と
連
な

る
み
こ
し
の
迫
力
に
息
を
の

む
。
そ
ん
な
光
景
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　

も
と
も
と
阿
佐
谷
地
域
の

祭
り
は
、
各
町
会
・
自
治
会
、

商
店
会
が
各
自
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
祭
り

を
、
よ
り
盛
大
に
、
よ
り
楽

し
い
も
の
に
し
よ
う
」
と
、

各
町
会
・
自
治
会
、
商
店
会

が
話
し
合
い
、
地
域
の
み
こ

し
を
一
堂
に
集
め
て
駅
前
を

練
り
歩
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
か
ら
二
八
年
前
の
こ

と
で
す
。
以
後
、
規
模
は
年

々
大
き
く
な
り
、
現
在
で
は

担
ぎ
手
約
一
二
〇
〇
名
、
阿

佐
谷
地
域
の
秋
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は
町
会
・
自
治

会
、
商
店
会
の
役
員
だ
け
で

は
な
く
、全
会
員
が
協
力
し
、

息
の
合
っ
た
動
き
で
盛
り
上

げ
ま
す
。

　

若
者
は
、
も
ち
ろ
ん
み
こ

し
の
担
ぎ
手
（
女
性
の
担
ぎ

手
も
増
え
て
い
ま
す
）で
す
。

年
配
者
は 
神  
酒  
所 
の
設
営
や

み 

き 

し
ょ

来
客
の
応
対
、
会
長
は
、
阿

佐
ケ
谷
駅
南
口
に
設
置
し
た

特
設
や
ぐ
ら
の
上
か
ら
み
こ

し
を
見
守
り
ま
す
。

　

老
い
も
若
き
も
一
致
団
結

し
て
、
秋
の
ひ
と
時
を
精
一

杯
楽
し
ん
で
過
ご
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
９
月　

日
�
・

１７

　

日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。（
お

１８み
こ
し
合
同
パ
レ
ー
ド
は　
１８

日
午
後
１
時
〜
）
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

阿
佐
谷
地
域
活
動
係
�

３
３
３
８
‐
３
２
３
８

問

井  　
  
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日

★　

年
度
中
学
校
卒
業
程
度
認

１７
定
試
験

　

合
格
者
に
は
高
校
へ
の
入
学

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
 

願
書
受
付
＝
８
月　

日
�

２２

〜
９
月
９
日
�
▽
試
験
日
＝　
１０

月　

日
�
▽
合
格
発
表
＝　

月

３１

１２

（
予
定
） 

東
京
都
義
務
教
育

心
身
障
害
教
育
課
小
中
学
校
係

�
５
３
２
０
‐
６
７
５
２

申

問

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

◇
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売

　
 

８
月　

日
�
〜　

日
�
午

２２

２４

前　

時
〜
午
後
４
時 

リ
サ
イ

１１
ク
ル
自
転
車
作
業
所
（
永
福
２

―
１
―　

永
福
自
転
車
集
積
所

１１

内
） 

販
売
価
格
＝
六
五
〇
〇

円
〜 

当
日
、
直
接
会
場
へ

◇
ペ
ン
習
字
教
室

　
 
　

月
６
日
〜　

月　

日
の

１０

１２

１５

毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時　

分
３０

〜
８
時　

分
（
祝
日
を
除
く
・

３０

計
一
〇
回
） 

み
な
み
阿
佐
ケ

谷
ビ
ル
七
階
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
２
） 

文
部
科
学
省
認
定

１４一
級
・
伊
東
圭
草 

区
内
在
住
・

時

場

 
費申

時

場
師

対

在
勤
で
全
回
参
加
で
き
る
方 

一
六
名
（
抽
選
） 

一
万
二
五

〇
〇
円
（
教
材
費
含
む
） 

ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
に 定

費

申

自
筆
（
硬
筆
）
で
書
い
て
、
８

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
シ
ル

２６
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
ペ
ン
習

字
教
室
係
」
へ

◇
家
事
な
ど
の
お
手
伝
い

　
 

①
家
庭
の
掃
除
、
洗
濯
、

買
物
、
食
事
の
支
度
②
高
齢
者

の
付
き
添
い
・
話
相
手
③
お
子

さ
ん
（
２
歳
く
ら
い
か
ら
）
の

送
迎
、
留
守
番
④
動
物
の
え
さ

や
り
、犬
の
散
歩
⑤
産
前
産
後
・

病
後
な
ど
の
家
事
援
助
⑥
病
院

へ
の
付
き
添
い
、
薬
の
受
け
取

り
代
行
な
ど 

�
�
�
一
時
間

＝
八
八
〇
〜
九
九
〇
円
�
一
回

＝
一
一
〇
〇
〜
一
六
五
〇
円
�

�
三
時
間
＝
三
八
五
〇
円 

同

セ
ン
タ
ー
へ

☆

　
 

同
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２

１４

み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
六
階
）

�
３
３
１
７
‐
２
２
１
７

内

費

申

問

　

杉
並
公
会
堂（
上
荻
１
丁
目
）

は
、　

年
６
月
の
開
館
に
向
け

１８

て
、
順
調
に
改
築
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
新
公
会
堂
は
、
地

上
四
階
・
地
下
二
階
建
て
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
大
ホ
ー
ル
（
一
一
八

九
席
）、
小
ホ
ー
ル
（
一
九
四

席
）、グ
ラ
ン
サ
ロ
ン
の
利
用
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

大
ホ
ー
ル
は
利
用
希
望
月
の

一
四
カ
月
前
の
１
日
ま
で
、
小

ホ
ー
ル
は
同
じ
く
一
一
カ
月
前

の
１
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
グ
ラ
ン
サ
ロ
ン

は
、
利
用
希
望
月
の
一
〇
カ
月

前
の
２
日
か
ら
先
着
順
で
受
け

付
け
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
の
申
し

込
み
は
来
年
か
ら
の
予
定
で

す
。

　

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
利
用
方
法
や
手
続
き
の
詳

細
、
利
用
料
金
な
ど
に
つ
い
て

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
 

・ 

杉
並
公
会
堂
受
付
コ

ー
ナ
ー
（
上
荻
１
―　

―
１
白

２３

鳥
ビ
ル　

）
�
３
２
２
０
‐
０

３０１

４
０
１ 

h
ttp
://w
w
w
.s
u

g
in
a
m
ik
o
u
k
a
id
o
u
.c
o

m
/

へ 申

問HP

受
付
中
で
す

利
用
申
し
込
み
を

杉並公会堂杉並公会堂

荻　
　

窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す

　

区
民
の
皆
さ
ん
に
作
品
発

表
の
場
所
を
提
供
し
、文
化
・

芸
術
を
通
し
た
区
民
交
流
を

図
る
た
め
、
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
区
役
所
二
階
・
約
四
〇

㎡
）
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　
 

展
示
で
き
る
作
品
＝
絵

画
、
彫
刻
、
書
、
工
芸
、
写

真
な
ど
美
術
に
関
す
る
も
の

▽
期
間
＝
二
週
間
以
内
▽
時

間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
▽
受
付
＝
三
カ
月
前
か

ら 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
個
人
ま
た
は
団
体 

無

料 

・ 

文
化
・
交
流
課
へ

内対

費

申

問

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
全

国
の
人
口
や
世
帯
の
地
域
的

分
布
や
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
住
宅
・
医
療
・

交
通
・
年
金
・
介
護
な
ど
総

合
的
な
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
の
議
員

定
数
の
決
定
を
は
じ
め
、
都

市
計
画
の
策
定
や
災
害
対
策

な
ど
身
近
な
施
策
の
基
礎
資

料
と
も
な
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
私
た

ち
の
未
来
を
支
え
る
貴
重
な

デ
ー
タ
で
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
を
募
集
し

て
い
ま
す（
若
干
名
）。
応
募

さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
 

区
民
生
活
部
管
理
課
統

計
係 問

シリーズ�調査結果は
何に役立つの？

▲威勢の良い掛け声が響き渡ります

観
て
参
加
し
て
、
皆
で
楽
し
も
う

 
観 
て
参
加
し
て
、
皆
で
楽
し
も
う

み
�
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



阿
佐
谷
地
域　

町
会
・
自
治
会

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
７
月　
２１

日
号　

面
「　

年
度
個
人
住
民

１１

１７

税
の
主
な
改
正
」
中
の
�　

歳
６５

以
上
の
方
に
係
る
非
課
税
措
置

の
廃
止
に
つ
い
て
、「
単
身
者
世

帯
は
合
計
所
得
金
額
一
五
五
万

円
以
下
」と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
単
身
者
世
帯
は
公
的
年
金
の

合
計
収
入
金
額
一
五
五
万
円
以

下
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び
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〈働く方のためのジョイフル教養講座〉
締切受講料会　場内　　　容日　　　時講座名（定員）

８月
２６日

１０００円
（教材費込）

勤労福祉会館
（桃井４‐３‐２）

発声法・発音を学び、将来は
朗読ボランティアもできる
よう基礎を身につけ、現在活
躍中の方のお話も聞けます。

９月２０日～１１月１日の毎
週火曜日（１０月１１日を除
く）、午後６時３０分～８時
３０分（計６回）

宝生あやこの朗
読

（３０）

１５００円
（保険料込）

眠っている脳を活性化し、気
功法・呼吸法・ヨガ体操で疲
労回復・集中力強化・体質改
善でハツラツ毎日を！

９月１５日～１０月２０日の毎
週木曜日、午後６時３０分～
８時（計６回）

健康脳呼吸（体
操）         （２０）

各１２００円
（教材費込）

アロマが身体におよぼす効
用を知り、用途に応じたオリ
ジナル作品を作り、１日の疲
れをいやしましょう。

Ａ(入浴剤・シャンプ－)＝
９月１６日�、Ｂ(乳液・化粧
水)＝３０日�／いずれも午
後６時３０分～８時３０分

アロマ作品つく
り

（各２０）

６８００円
（教材費込）

ビジネスの場を想定してワ
ード・エクセルの基本操作を
学び、仕事の効率向上を図り
ます。文字入力のできる方が
対象です。　　　

９月１５日�・２９日�、１０月
６日�、午後６時３０分～８
時３０分（計３回）

仕事に役立つ！
ワード入門　 　

（１０）

９月１６日�・３０日�、１０月
７日�、午後６時３０分～８
時３０分（計３回）

仕事に役立つ！
エクセル入門　
　　　　　（１０）

９月
６日

３０００円
（教材費込）

フランス人の美しい発音を
特訓、やさしい会話を覚えて
文化や歴史を知り、観光の情
報も仕入れましょう。

９月２２日～１１月１７日の毎
週木曜日（１１月３日を除
く）、午後６時３０分～８時
３０分（計８回）

初めてのフラン
ス語

（２５）

１６００円
（教材費込）

充分な発声練習とロシアの
雄大な自然を背景に生まれ
た民謡を歌います。歌うのが
苦手な方も大丈夫。

９月２６日～１０月３１日の毎
週月曜日（１０月１０日を除
く）、午後６時３０分～８時
３０分（計５回）

ボイストレーニ
ング＆ロシア民
謡　　　　　　
　　　　　（２０）

９月
１３日

６８００円
（教材費込）

セシオン杉並
（梅里１‐２２‐３２）

パワーポイントを習得し、効
果的なプレゼンテーション
を。日常、ワードを使ってい
る方が対象です。

１０月１日�・８日�、午前
１０時～午後４時（計２回）

パワーポイント
をマスターしよ
う 　　　　（１５）
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下図は、大火災が発生し延焼拡大した場合を想定しています。人命の危険性がなければ
避難する必要はありません。一時的に避難する必要があるときは、最寄りの「区立小・中
学校」が震災救援所となります。
　 防災課問

更
新
の
お
知
ら
せ

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、防
災
課
へ
。
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４
日 
（ 日 ） 

総
合
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　 ・ ・ ・ ・ 左表のとおり 区内在
住・在勤の勤労者で全回出席できる方 ハガキ
（２面記入例参照）に職業・勤務先の電話番号、
託児（会場が勤労福祉会館の講座のみで、保険
料の実費負担あり）を希望する方は、子どもの
名前と年齢も書いて、左表の各締切日（必着）
までに�杉並区勤労者福祉協会（〒１６７‐００３４桃
井４‐３‐２）へ（抽選。全項目を明記されて

いる方を優先） 同協会�３３９７‐２５２１（水曜・
日 曜・祝 日 を 除 く） http://www.joyful-

suginami.jp 応募人数が一定の人数に達しな
い場合は、講座を中止することもあります
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★防災メモ★　その７

〈１７年度所得制限基準額〉

本人（２０歳未満の場合
は健康保険の世帯主・
被保険者）の１６年中の
所得

扶養親族
の数

３６０万４０００円０人

上記額に１人につき３８
万円を加算１人以上

働く方のための働く方のための

避難方法避難方法


